
松山東高校における 
ＳＧＨ事業の取組と 
今後の課題 



世界の持続可能な発
展に貢献する意欲と
深い教養を身に付け
た人材 

日本人のアイデ
ンティティをもち、
愛媛や日本の魅
力を世界に発信
する人材 

「明教」186年の
英知（問題解決
力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力等の国際的
素養）を持つ人材 

グローバル・リー
ダーを育成するた
めの課題研究プロ
グラム開発 

学校環境のグ
ローバル化 

課題研究のた
めの資質・能
力育成カリキュ
ラム開発 

愛媛の力(愛媛型産官学連携) 

・愛媛大学 
・いよぎん地域経済研究センター 
・坂の上の雲ミュージアム 
・愛媛県教育委員会 ・愛媛県 

グローバル明教 

坊ちゃんタイム 
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松山東のＳＧＨ事業 

構想名 
東高 がんばっていきましょい 
－ＡＬＬ愛媛で育てる 
       世界に羽ばたく人材－ 

育成する 
人材像 



 

愛媛の力（愛媛型産官学連携） 

企業紹介・助言 講師・大学 (院 )生・留学生・海外コーディネータ 
研修基地 

発信基地 指導統括 

愛媛県 

教育委
員会 

愛媛県 

国際交流課･産業政策課  

県国際交流協会(EPIC)  

愛媛大学 

国際連携推進機構 

教育学部・理工学研究科等 

 
いよぎん(伊予銀行) 

地域経済研究センター（ＩＲＣ） 

坂の上の雲 
ミュージアム 
（松山市立） 

 

海外コーディネータ 
国際化施策 

 

 

課題解決への取組 

Ｇ明教Ⅱ（１・２年） 

Investigation 

（研究領域）世界の持続可能な発展のために 
（広範囲・高水準のテーマ群）  環境、医療、教育、農業等 

○協同的研究活動 

グローバルとの出会い 
Ｇ明教Ⅰ（１年 １学期） 

Basic 
(研究領域）アイデンティティとグローバル 

（テーマ）明治の松山・松山中学
から見たグローバル 

（研究領域）アジアと愛媛の企業 
（テーマ）愛媛の企業のグローバル化 

グローバル・リーダーを育成するための課題研究プログラム開発 

ローカルからグローバルへの発 信 

Ｇ明教Ⅲ（３年） 

Development 

○卒業論文 

○国際シンポジウム 

○海外大学等へのエッセー 

                など 

日 本 人 のアイデンティティ・発 信 力 意欲・関心と深い教養 問 題 解 決 力 ・コミュニケーション能 力 等 

グローバル明教 （総合的な学習の時間） 

輝かしい伝統を受け継ぎ、新たな創造を切り拓く、 
人間的魅力のあるグローバル・リーダーの育成 

育成する 

人材像 

○世界の持続可能な発展に貢献する意欲と深い教養を身に付けた人材 
○「明教」１８５年の英知（問題解決力･コミュニケーション能力等の国際的素養）を持つ人材 
○日本人のアイデンティティを持ち、愛媛や日本の魅力を世界に発信する人材 

坊っちゃんタイム（言語活動の充実） 
思 考 力 ・判 断 力 
表 現 力 ・分 析 力 

語学力 
 

○ＳＧＨ部設置・活用  
模擬国連・各種大会 など  

○海 外 留 学 促 進  

○留 学 生 受 入 

○ハワイ・イオラニ高校交流 

○Ｉ Ｃ Ｔ  活  用 

各教科・特別活動 （１年全、２年ＳＧコース） 英語・学校設定科目 
ＤＤⅠ（１年）ＤＤⅡ（２年） 
○Discussion&Debate 力 

○高度語学検定取得 など 

○課題研究との連携 
（地歴）松山東高の歴史 

（数学）データの分析  など 

○内容言語統合型学習 
（国語）世界の言語で読む日本文学 

（ＨＲ）英語俳句甲子園  など 

学 校 環 境 のグローバル化 課題研究のための資質・能力育成カリキュラム開発  

市町教育

委員会 

・中学校 

近隣史跡 

歴史資料 

愛媛の海外進出企業 
住 友 化 学   住友重機械工業 
住友金属鉱山   住 友 林 業 
三 浦 工 業   井 関 農 機 

 

 

海外連携大学等 

（H26 予定） フィリピン大学 

フィリピン大学附属学校 

 

国際機関 

ユネスコ等 

ハワイ大学 

イオラニ高校 

愛媛県教育委員会事業 

 

（研究開発課題名） 東高 がんばっていきましょい 

－ ＡＬＬ愛媛で育てる世界に羽ばたく人材 － 
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構想概要 



「グローバル明教」のプログラムの中に愛媛の企業研究を組み込む 

松山東の課題研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ明教Ⅰ
Basic

Ｇ明教Ⅱ 
Investigation

Ｇ明教Ⅲ
Development

1 年生後半 360 人 2 単位 

グローバル・リーダーを育成するための課題研究プログラム開発 

1 年生前半 360 人 2 単位 

グローバル明教タイム 

2 年生ＳＧコース 2 単位 

3 年生ＳＧコース 1 単位 

グローバルとの出会い

2 単い 

課題解決への取り組み 

ローカルからグローバルへの発信 

<アイデンティティとグローバル> 

・小説「坂の上の雲」から見たグローバ

ル（講演および市内巡検） 

・グローバル入門（講演） 

・持続可能な開発のための教育（ESD）

入門（講演・グループワーク） 

<アジアと愛媛の企業> 

・日本企業がグローバル化を進めるた

めの課題とその克服方法について（講

演） 

・愛媛の企業のグローバル化の実際

（講演） 

・グローバル企業に関する調査 

<第１回海外フィールドワーク> 

・韓国、中国、台湾、インドネシアにお

ける企業拠点訪問および現地学校との

交流、ディスカッション 

・第１回海外フィールドワーク報告会

（校内・校外） 

<世界の持続可能な発展のために> 

・グローバル時代の男女共同参画と

多文化共生を実現するための方策

（講演） 

・課題研究入門 

・高大連携による課題研究 

（各研究課題に分かれての問題把

握、概論理解へむけての協同的学

習） 

・レポート作成、ポスター発表 

<第２回海外フィールドワーク> 

・フィリピンを対象地域とする課題研

究の現地フィールドワークおよび現

地学校との交流、ディスカッション 

・第２回海外フィールドワーク報告会

（校内・校外） 

<課題研究の深化> 

・高大連携による、より高水準な専門

的課題研究を行うための SG コース

選択（各研究課題を専門的に追究す

るための調査、実験、大学からの指

導助言等に基づく協同的研究活動） 

<第３回海外フィールドワーク> 

・SG コース全員による修学旅行を利

用した海外フィールドワーク 

<第４・５・６回海外フィールドワーク> 

・各課題で設定された場所での海外

フィールドワーク、国際学会参加 

・第４・５・６回海外フィールドワーク報

告会（校内・校外） 

SG コース選択（希望者） 

<協同的研究活動および研究論文の

作成> 

・G 明教Ⅱから引き続く大学等と連携

した協同的研究活動 

・グループごとの研究成果をまとめた

論文の作成（英文・日本文） 

<研究成果の世界への発信> 

・愛媛における国際シンポジウムの

開催（研究成果論文発表、ポスター

発表、パネルディスカッション、講演

会） 

・国内外学会への研究論文発表 

・学校ホームページ上での研究成果

の公表 

・海外大学進学のためのエッセイ等

の作成 

・海外大学のインターネット講座受講 

 

＜生徒の知的好奇心を揺さぶる広範囲・高水準の第１期研究テーマ＞ 

・愛媛の企業のグローバル化の推進      ・持続可能な社会づくり 

・グローバル化への対応             ・グローバル時代における共生の実現 
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Ｇ明教Ⅰ Basic 
～グローバルとの出会い～ 

• アイデンティティーとグローバル 

講演 

・「校歌を学ぶ」本校教諭 松田 直人氏 

・「これからのよのなかの話をしよう」 

NPO法人 NEXT CONEXION 代表理事 越智 大貴氏 

・「秋山兄弟が接した世界」  常盤同郷会 宇都宮 良治氏 

 

 

 

市内FW 

・坂の上の雲ミュージアム、秋山兄弟生家 
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Ｇ明教Ⅰ Basic 
～グローバルとの出会い～ 

• アジアと愛媛の企業 

講演 

「グローバル企業を研究するために」 

慶應義塾大学商学部 教授 

            佐 藤  和氏 
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企業訪問FW 
（いよぎん地域経済研究センターの 
                   紹介） 
・井関農機   ・三浦工業 
・住友化学   ・住友金属鉱山 
・住友重機械  ・住友林業 



Ｇ明教Ⅰ Basic 
～グローバルとの出会い～ 

事後に愛媛県内フィールドワーク報告会
を実施。 
各訪問先の代表２，３人による発表 
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企業訪問の様子 



Ｇ明教Ⅰ Basic 
～グローバルとの出会い～ 

• １年生海外フィールドワーク （８月上旬 ４泊５日） 

 

 

 

台湾（8/1～5） 
・宏亜食品   ・新蓬莱食品 

・開南大学   ・住華科技 

・三浦鍋炉股有限公司 

・台湾瑞穂銀行  

フィリピン（8/8～12） 
・渦潮電機 

・イントラムロスの市場 

・HONDA 工場 

・フィリピン大学附属高校 
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以下の四つのテーマを元に大学
等から講師を招き、グループごと
に課題発掘、調査研究を行い、成
果発表会でその研究結果を発表
する。 
 
＜テーマ＞ 
◆愛媛の企業のグローバル化の推進 
◆持続可能な社会づくり 
◆グローバル化への対応 
◆グローバル時代における共生の実現 

内容 

１年生 全員（２・３学期） 
２年生 SGコース（通年） 

対象 
学年 

グローバル明教Ⅱ  
Investigation 

科目名 

松山東の課題研究 

３年生 SGコース（１・２学期） 

グローバル明教Ⅲ 
Development 

グローバル明教Ⅱに引き続き、大
学等と連携した協同的研究活動を
行い、研究の深化を図り、論文とし
てまとめ、発表する。 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 

• 世界の持続的な発展のために（課題研究） 
＜１年生＞ 

２０グループに分かれて、各講師の指導のもと、課題を設定、
当該課題に対する調査を実施し、研究予定。 

９月１５日に初回授業を実施。 

 

＜２年生＞ 

１１グループに分かれて、各講師の指導のもと、課題を設定、
当該課題に対する調査を実施し、 

研究する。 

 
（News Letter No.4を御参照願います。） 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 

• 海外フィールドワーク  

 

 

 

ウガンダ（ガヤザ他）（10/27～11/7） 

9泊10日 生徒８名（引率２名） 

テーマ：国際協力や国際貢献（JICA協力） 

・人々の生活や文化に触れる（市内見学、野生
生物教育センター視察、等） 

・青年海外協力隊等の活動に参加（あしながウ
ガンダ（孤児支援）、カンパラ近郊中等学校、等） 

・技術開発プロジェクト現場視察（コメ振興プロ
ジェクト、ナイル架橋(円借款プロジェクト、等) 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 

• 海外フィールドワーク  

 

 

 

ドイツ（フライブルグ） （11/9～14） 

9泊10日 生徒４名（引率２名） 

テーマ：ESDに基づく環境問題解決学習 

 （環境・交通・エネルギー） 

・フライブルグ市役所（環境施策） 

・環境政策地区 ボーバン地区 

・森の家 やエコステーション訪問 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 

• 修学旅行（２年生） 

 ～ロサンゼルス班～ 

修学旅行の一環として、
ロサンゼルス班ではUCLA
（University of California, 
Los Angeles)を訪問。うち、

９人が特別に大学の授業
に参加 

南加愛媛県人会の協力
によるLA領事館主席領事

をお招きしての夕食会開
催 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 

２年生 保健講座 

• Ⅰ 「異文化を体験する、ということ」 

  愛媛大学国際連携推進機構国際教育支援センター 

        村上 和弘氏 

• Ⅱ 「海外研修・留学のための危機管理」 

     愛媛大学国際連携推進機構国際教育支援センター 

                               髙橋 志野氏 

• Ⅲ 「渡航者感染症」 

  愛媛大学総合保健センター            加藤亜希氏 
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課題研究の様子 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 



1・2年生は3月に成果発表会を実施 

内容 ・代表生徒ポスター発表 

   ・ポスターセッション 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 



作成したポスター例 
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Ｇ明教Ⅱ Investigation 
～課題解決への取組～ 



３年生課題研究論文発表会 

日時 平成28年9月21日（水）※文化祭時 

会場 体育館・125教室・1210教室・地歴公民教室 

内容 9:30～ 発表（１件）※開会式にて 

  12:30～ ３教室に分かれて公開発表（１２件） 

18 



高大連携課題研究 

• これまでの実績 

講座数 講師人数 TA・他人数 のべ 

2014年度 ２３ 
 

（１年生：２３） 

２３ 
 

（うち愛大：１９） 

１２ 
 

（うち愛大：１１） 

２９１ 

2015年度 ３１ 
 

（１年生：１９ 
 ２年生：１２） 

３１ 
 

（うち愛大：２７） 
 

３１ 
 

（うち愛大：２７） 

５３９ 

2016年度 ４３ 
（１年生：２０ 
 ２年生：１１ 
 ３年生：１２） 

４６ 
 

（うち愛大：３７） 

２６ 
 

（うち愛大：２５） 

３１２
（１・２ 
  学期） 
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坊ちゃんタイム（言語活動の充実） 

• Ｅａｓｔ ＣＬＩＬ（内容言語統合型学習） 
  １年生 １学期 CLIL Home Science 
       CLIL Sociology 
       ２学期 CLIL Japanese 
        CLIL Science 
  ２年生 １学期 CLIL Biology 
            CLIL Physics  
       ２学期 CLIL World History 
            CLIL Mathematics 
• Debate and Discussion 
  １年生  DD１ 
  ２年生  DD２ 
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各教科の学
習をＡＬＴと協
力して英語で
実施する 

マイクロディベート等によ
り、ディベート力・ディス
カッション力を向上させる 



四国内の全ＳＧＨ指定校（高知県立高知西高校・徳島県立城東高校・愛媛大学附属高

校・愛媛県立宇和島南中等教育学校・愛媛県立松山東高校）が参加、「高校生からの

ＳＧＨ事業への提言」というテーマでディスカッションを行い、以下のような課題とその解

決策をまとめる。 

課題１ 個人の取組の差、自分のやりたいこととのギャップがあることについて 

 ① ＳＧＨ指定校の高校生が定期的に交流できるようにしてほしい 

 ② もっと海外に行けるようにしてほしい 

課題２ ＳＧＨの指定が５年間ということについて 

 ① 論文・ポスターコンクールを実施するなどして、高い評価が得られたなら延長を認

めるようにしてほしい 

 ② ５年という区切りの中で入学した生徒が卒業するまで継続できるようにしてほしい 

→ やる気のある人・学校がもっとやりたいことをできるような環境作りを進めることがで

きれば、より質の高いグローバルリーダーの育成が可能なのではないか。 
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第１回四国ＳＧＨ高校生会議 開催
（平成２８年１０月１５日） 



安倍昭恵内閣総理大臣夫人来校 
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日付：11月2日（水） 

経緯：昨年、現３年生がニューヨーク・ワシントンへTBSL（「生命の碧い星」委員会）の計ら
いで日米和親条約締結160周年記念行事に参加した際、帰国後に首相公邸で夫人

に報告を行った。このとき、「ぜひ愛媛においでになった際は本校にもお立ち寄りくだ
さい」との書簡をお渡ししていたところ、今回、訪問いただけることとなった。 

内容：①校長等と歓談（参加者：前愛媛県知事 加戸守行様、 

   TBSLの松崎修明理事長様ら） 

   ②SGHプログラム対象である１年生への講演 

   ③明教館にて茶道部によるお茶の接待 

   （塩崎千枝子厚生労働大臣夫人も参加） 

   ④生徒見送り 



日時 平成28年11月26日（土） 

会場 愛媛大学 

シンポジウム内容 

 文部科学省、新聞社、学校、高校生の4者の立場から主権

者教育や新聞報道について報告。その後、自由討論。高校
生代表として本校の３年生２人が登壇。 

※NIEとはNewspaper in Educationの略。学校などで新聞を教
材として活用すること。 “教育に新聞を”  
 

日本NIE学会第13回愛媛大会 
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日時 平成28年12月12日（月） 

 

 2年生SGコース選択生の中間報告 

 →１年生がこれからSGコース選択を行う参考にしてもらう 

 →ポスターセッションのお手本を2年生が1年生に見せる 

 

 

1・2年合同中間発表会開催 
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国際感覚・国際的教養を身に付けたグローバル人材が多く輩
出され、松山東高校のみならず松山、愛媛さらには日本の一
層の発展に資するよう支援をするため、同窓会・ＰＴＡ・学校が
協力して10月に発足。 

 

＜会費の使途の具体例＞  

◆海外フィールドワーク・海外研修に参加する生徒等への補助  

◆学会・研究会で発表する生徒等への補助  

◆講演会等実施時の講師旅費・謝金  

◆課題研究に必要な書籍等の購入  

◆教育活動に役立つ ICT 機器の整備  

松山東高等学校 
グローバル人材育成振興会 発足 
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日時 平成28年12月3・4日、10・11日 

1年生課題研究において、シークヮーサーの抗アレルギー効果

に関する実験と、高知の食文化に関する調査を行うため、
フィールドワークを実施しました。 

このフィールドワークの生徒交通費の一部に、松山東高等学
校グローバル人材育成振興会の会費が活用されています。 

 

国内フィールドワーク（高知）実施 

26 



２０１６年度 
• ロサンゼルス修学旅行         ９９人 
• ハワイ大学語学研修           ２４人 
• 短期海外留学                  ８人 
    オーストラリア(2) ペルー イギリス モザンビーク、 
   アメリカ合衆国 カナダ シンガポール(各1)  

• 長期海外留学                ４人 
   アメリカ合衆国(2) フランス(1) 

• 海外フィールドワーク          ２７人 
   1年生 台湾 (7)  フィリピン(8)  

   2年生 ウガンダ(8) ドイツ(4)       計 162人 
• 受け入れ留学生（出身国：タイ）      １人 

世界に トビタツ！生徒たち 
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SGH連絡協議会での情報交換、文部科学省による中間評
価等からみた、本校のSGH事業の特徴。 

本校SGHの特徴 

◆愛媛大学の協力による質の高い課題研究 

  ・多い協力者（すべての学部と各機構の協力） 

  ・研究室や実験施設の利用（高校から自転車で10分） 

   →高校の教諭では提供できない知識・思考 

◆県内企業・機関等の協力による充実した海外フィールド
ワーク 

   →高校だけでは対応できない訪問先の紹介 

◆一億総活躍社会への実践的挑戦 
   →元研究者専業主婦の活用 
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• 学び方の学習・知的好奇心の高まり 

 教科の学習にも生かされている。 

• 情報発信能力やコミュニケーション能力の高まり 
  ポスターセッションや発表会での内容や質疑応答では回を重

ねるごとに質の向上を実感できる。 

• クリティカルシンキング(批判的思考力)の育成 
  獲得した情報を整理・分析・比較し、そこから思考したことを、

相手が理解しやすいように表現できるようになっている。 

↓ 

受験への活用、進路実現へ 
大阪大学医学部・愛媛大学医学部・九州大学・広島大学・岡山大学・関西学院大学 等 

生徒の変容～ＳＧＨ事業を通して～ 
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中間評価講評 

○課題研究に関わる内容についての研究開発だけでなく，
英語科教員及びＡＬＴ，各教科の教員との協力により，
内容言語統合型学習（ＣＬＩＬ）教材の開発や授業に取り
組むなど，学校全体としての体制を整え，授業改善へ
の取組を進めている点が評価できる。 

○校内の指導体制の充実とともに，愛媛大学との連携が
功を奏して，課題研究の質が高いものとなっている点
が評価できる。 

○地域の活性化や郷土の誇りを背負った学校が進めるク
ローバルリーダー育成のプログラムとして，一定の成果
を上げている。 

文部科学省による中間評価 9月30日発表 
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＜5年のSGH指定期間が2018年度で終了＞ 

 文部科学省への問い合わせやベネッセ等の
情報より、ＳＧＨ事業は５年で終了することが
ほぼ確実な情勢である。 

↓ 

 事業継続であれば、再申請を検討する。 

 事業終了の際は、以下の原案をもとに今後の
対応を検討する。 

今後の課題 
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今後の課題 

H26 H27 H28 H29 H30 

H26入学 
（現高３） 

H27入学 
（現高２） 

H28入学 
（現高１） 

H29入学 
（現中３） 

H30入学 
（現中２） 

1年FW･課研 

1年FW･課研 

1年FW･課研 

1年FW･課研 

1年FW･課研 

2年FW･課研 

2年FW･課研 

2年FW･課研 

2年FW･課研 

論文作成 

論文作成 

論文作成 

学年別の取り組み（今後の予定） 
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◆Ｈ31以降について 

＜継続可能な内容＝ＳＧＨレガシー＞ 

 ・ロサンゼルス修学旅行 

 ・トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ参加募集 

 ・Ｅａｓｔ ＣＬＩＬ 

 ・ハワイ語学研修 

 ・ＳＧＨ部（名称は変更の必要あり） 

 ・グローバル人材育成振興会会費からの補助
により、1か所は海外ＦＷを実施する。 

今後の課題 

33 



◆Ｈ31以降について 

 ＜継続について検討を要する内容＞ 

 ・学校設定科目ＤＤⅠ・ＤＤⅡ 

   ・履修に関する特別措置がなくなった後の教
育課程 

 ・課題研究 

 ・海外フィールドワーク 

今後の課題 
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御清聴ありがとうございました 
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